
別記様式（第５関係） 
会  議  録 

 
会議の名
称 
  

 
 
第 17回スポーツ振興審議会 

 
開催日時 
 

 
 14 年 11月 18日(月)19時 00分から21時 00分まで 

 
開催場所 
 

 
保谷庁舎3階会議室 

 
出席者 
 

（出席委員）渡邊会長、松島副会長、柴山委員、指田委員、鶴田委員、高
橋委員、内田委員、蒲谷委員（事務局）富所課長、新井主査、神田社会教
育主事(欠席委員)伊藤委員、能智委員 

 
議 題 
 

 
1. 合併後の調整を要する施策の緊急かつ重要な個別課題について(提言)
の総括について 
2. 今後のスポーツ振興計画の審議の進め方について 
3. その他 
  教育プラン 21(社会教育部分)柱立て(案) 

 
会議資料 
 

資料 12 西東京市行財政改革大綱 
資料 13 教育プラン 21(社会教育部分)柱立て(案) 
前回の会議録 

 
会議内容 
 

 
 会議内容の要点記録 
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会長 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 定刻になったので第17回スポーツ振興審議会を開催する。 
 資料確認後議題に入る。 
 本日は、報告事項を最初の議題とする。 
 西東京市行財政改革大綱について、冊子に基づき説明する。 
 これから策定され進行管理されるものと思う。 
 基本的な考え方は、この冊子で述べているので省略する。 
本日説明したいのは、行革大綱についての文化･スポーツ財団の拡充のとこ
ろである。事業取組みについては、記載されている通りであるが、市施設
の均衡ある拡充を図ることで、スポーツ施設についても委託する方向で検
討し進めている。 
 効果としては、市民サービスの向上と広域的な管理運営が図られる。 
 策定当時は、14年策定、15年実施、16年継続として計画している。 
これについて、管理施設の検討委員会が平成13年 5月に発足されている。 
その下部部会である検討部会が同じく6月に設置されている。 
14年 8月に部会報告としては、旧田無市内のスポーツ施設は、財団に統合
して管理運営する報告である。委員会は、部会の報告を受け 10 月、11 月
で検討されているが、ここで市民参加条例が西東京市で制定されている。
従って、スポーツ施設の財団統合に向かって条例、規則の整備がある。 
一定の手続きを得て市民周知を図り事務手続きがあるので遅れる見込であ
る。15年４月実施の当初計画が手続き関係で若干遅れる見込である。スポ
ーツ振興審議会の中では、15年の早期統合ということで事務局では報告を
させて頂いたが 1 年延期となる様である。この件については、10 月 31 日
緊急提言の個別的課題で教育長へ提言して頂いたが、このことも含めて 1
年延伸で16年4月に実施向けて準備をする流れになっていることを報告さ
せて頂く。 
 1 点は、教育プラン 21(社会教育部分)柱立て(案)については、学校教育
部でも検討しているが、生涯学習部について報告させて頂く。この柱立て
に沿って肉づけをして行くという事である。資料が十分でなく申し訳ない
が、11月の中旬に原案がある程度作成される。それについて肉づけを行な
い纏め上げる。11月末に教育委員会へ説明して行く予定になっている。生
涯学習部では、当審議会、社会教育委員、体育指導委員、体協に説明する
中で纏めていきたいと考えている。15年 1月に教育委員会で纏めを行なっ
た後に市長部局に協議していく。2 月には、懇談会委員等を市報を通じ公
募し、3月に選考委員会を開き委員を決定し、4月に私的な懇談会を開く予
定である。そのようなプランがある。これはあくまで素案であるが、委員
構成としては、当審議会、社会教育委員、体協、校長会、保護者、市民、
学識経験者、生涯学習部などの体制で要請して行く予定。来年の11月には、
教育委員会で決定して行く考えである。 
 教育プラン21の柱立てについては、教育委員会のプロジェクトの中で柱
立てをさせて頂いている。その中で、Ⅲの 1での柱立てでスポーツ施設の
充実を上げている。学校施設・民間施設の活用を上げている。 
 おおむねハードについて述べている。具体的には、施設整備の充実につ
いては、後半の部分では、新たな施設の整備、既存施設の一層の機能充実
する中で、施設整備の充実を図っていくことが骨子になっている。その中
で施設整備等については、市体育館の建替え、ここで基本設計が委託にか
かる。そしてひばりヶ丘団地の総合的なグラウンド整備は、野球場とテニ
スコートがあるので市が公団と交渉している中で市が管理するということ
で運営をする構想がある。 
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会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長 
 
 
 

 2 点目の学校施設･民間施設の活用であるが、地域社会の教育力を高める
ための学校施設･民間施設と地域と連携しながら積極的、多面的に活用を図
っていく。いかに公私立施設と民間施設と連携を保っていくことが重要で
あると思われる。 
 市民のスポーツレクリェーション活動の推進体制であるが、ソフト面に
なるが、スポーツ環境の整備を取り組めればと思っている。 
 教育プラン21の体系は、計画の性格は、合併による西東京市教育行政の
方向を示すものである。 
 教育改革を流れの中で推進し、教育全体のレベルアップと活性化を図る
ものである。この計画は、市の総合計画の下位計画になるものである。そ
して総合計画と整合性を保って行くものである。総合計画は、おおむね16
年から 25年の計画、教育プラン 21は 15 年から 20年の計画である。後半
の5年については、総合計画に合わせて行く。 
 あと、教育プランはスポーツ振興審議会がその中で連携していくことに
なると思われる。 
 何か質問があればお受けする。 
 総合計画は、いつ頃完成するのか。 
 15 年の 10 月頃には、目に見えてくる。16年度は予算に反映する。その
辺については、逐次情報は審議会へ報告したい。 
 提言を頂いたものと、現在予算編成時期であるが水泳教室･校庭開放につ
いては、提言を生かした予算組みをしたいと思ってるので、そのことも報
告させて頂く。 
 各委員に報告をさせて頂く。 
 さる 10月 21 日定例会で各委員の纏めた中間意見として最終原案を作成
し、10 月 25 日付配布をし一定の時間を頂た後 10 月 31 日生涯学習部長、
スポーツ振興課長同席のもと教育長に提言書を渡した。この提言内容につ
いては、既に送付してあったので承認あったものと理解している。 
 表題については、1 市 2 制度は、適切ではなかろうかと考え合併後に変
えた。 
 委員名簿を添付した。   
 審議経過は、本答申で添付するので省略した。 
 文書は、簡潔にした。 
 最終的には、各委員の意見を取り入れた、取り込まなかったものは、本
答申で議論して頂く。 
 提言についての各委員の感想を述べて頂きたい。(各委員の意見省略) 
次回は、今後のスポーツ振興計画の審議の進め方については課題・問題を
十分討議して入りたいと思うので協力願いたい。 
 



3 

 


